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看護教育の眩き
北海道社会保険看護専門学校
教務部長一・戸妙子
　北海道社会保険看護専門学校（以下、本校という）は、結核単科病院として昭和28年2，月11日開業
した北海道社会保険中央病院（現北海道社会保険病院。以下、「北部」という）が、結核患者の減少と
札幌市の都市化により、地域医療の要望に応えるため総合病院としての使命を担う有能な看護婦を育
成すべく、本校の前身である北海道社会保険高等看護学院（看護婦養成課程、1学年定員20名、修業
年限3年）として、昭和36年4月24日開校している。
　以来、平成14年度末まで823名の卒業生を医療界に送り出し、在学中の41期生の卒業をもって平成
16年3，月末目閉校することとなった。本校の運営は、社会保険庁並びに社団法人全国社会保険－協会連
合会（以下、「全社連」という）、社会保険関連施設等多くの教育支援を受けている。なかでも、「三社」
の甚大なるご協力とご支援を賜り今日に至っている。この度、「北社」紀要第2巻発刊にあたり、社会
保険病院における看護師人材確保の一翼を担ったものとして、看護教育の思いを筆に託すこととした。
教育機関としての看護学校の特徴
　看護師国家試験受験資格基準に適合するものとして、文部科学省並びに厚生労働省より指定を受け
ている学校並びに養成所は、平成13年4月現在1，064校あり、1学年総定員51，250名、平均定員48．2
名（最小15、最大180）となっている（平成14年度看護白書による）。
　看護教育は、看護実践の基礎的能力として知識、技術、さらには社会的機能を担うための規範や看
護の精神をも修得させるため、一般大学等とは異なり小規模教育を特徴としている。加えて、病院と
密接な関係のもとに、厚生労働大臣が指定権者となっている学校・養成所においては、設置主体が必
要とする看護師を養成する趨勢にある。
　なかでも、「全社連」傘下の看護学校は、昭和30年代の病床数増加に比して看護婦養成が低く、健康
保険病院の看護婦充足が困難な状況下において、厚生省保険局（現社会保険庁）が看護婦養成の必要
性を鑑み、昭和33年「全社連」が健康保険病院・診療所経営の一括受諾と同時に、看護婦養成施設も
あわせて経営を受諾するという設立背景もあり、社会保険の「ウチ」に就業する看護師を育てるとい
う人材育成観がある。
　こうした環境のもと平成15年現在「全社連」傘下の看護学校は、3年課程11校（北海道、船橋、社
保中、横浜、金沢、中京、星ケ丘、神戸、鳴門、人吉、紀南）、2年課程1校（南海）計12校あり、い
ずれも1学年定員20～70名の少弐数制で計425名を養成。専任教員数が看護婦等養成所の運営に関す
る指導要領により限られているため、関連病院の職員を非常勤講師として招き、講義を担当して頂い
ている。
学び舎と教育方針
　現在「北社」の南側に建っている鉄筋コンクリート3階建の校舎は、昭和63年10月31日に新築落成。
校舎面積1，357㎡校地総面積5，102㎡を有しており、学生寮は本校の北隣、看護婦宿舎と棟割りで平成
3年3月に新築落成している。移転前の旧校舎は、現在の「北社」北口玄関側通路の最北端から健診
センターあたりの市道に面し、校地総面積2，880㎡校舎敷地面積667．53㎡、学生寮敷地面積793．42㎡
鉄筋コンクリート3階建。赤い屋根で葺かれた校舎は1階が教室等勉学の場、2階と3階が寮生活の
場であり、昼夜を問わず賑やかな女性の棟が建っていた。
　開校当時の看護教育は、「広義の看護を理解し実践するために必要な技能教育重視」の潮流にあった
が、初代学校長奥田正治先生（故人）の教育方針は、「将来看護婦になるためには高度の看護技術をも
たなければならない。しかし、その技術は人間のためにあるのであり、看護婦にはことのほか人間愛
にみちた環境が大切である。」（本校、25周年記念誌による）と強調された。初代教務部長淵井喜美恵
先生（故人）は、この教育方針に深い感銘を受け永年教育にあたられた。また、「北社」の職員も看護
教育を心から支え、看護の質の向上を目指す勢いが学生にも伝わっていた。この教育方針は、現在ま
で脈々と受け継がれている。
入学の状況
　昭和36年度から平成13年度に至る入学状況は、表1のとおり1学年20名の定員に対して、平均応募
者数247．8名（最小47、最大584）、平均受験者数195．5名（最小31、最大452）、平均受験生78．9％（最小
54．1、最大95．8）、平均競争倍率9．1倍（最小ユ．3、最大2α4）となっている。全国の競争倍率の状況は、
「全社連」3年課程看護学校（以下、「全社看」という）7．9倍（最小2．1、最大18．2）、全国3年課程看
護学校（以下、「全国」という）5．0倍（最小3．9、最大6．5）であり、平均競争倍率は本校が最も高く、
次いで「全社連」、「全国」の順となっている。
　競争倍率の年次推移をみると、「全国」の変動幅は少なく安定的に推移している。それに対して本校
は、昭和51年度以降急激な上昇が昭和63年度まで続き、翌平成元年度から平成4年度まで激減、その
後、再び急上昇へと転じ、その変動は顕著である。入学競争倍率は、併願状況が大きく影響する。本
校の入学競争倍率の変動は、札幌市内の主だった看護学校との併願状況によるものであり、平成元年
度から平成4年度までは、その併願が不可能であったことを現している。
卒業の状況
　昭和38年度から平成14年度に至る卒業状況は、表1のとおり平均的業者数20．6名、卒業者総数823
名で就職者数701名、進学者数122名となっている。社会保険医療の分野に活躍させる看護婦を養成す
る設立目的を背景に、就職者85．2％の内訳をみると、社会保険（「北社」、「札社」、「本社」）459名
（55．8％）、社会保険以外242名（29．4％）である。「登別」37名（4．5％）を社会保険庁所轄範囲で捉え
ると496名（60．3％）、その他の病院205名（24．9％）となる。いずれにしても、本校の社会保険平均就
職率が「全社看」の75．2％を大きく下回っているのは、進学率が高いことと、卒業初年度から昭和60
年度までの道内社会保険病院における採用控えが影響している。しかし、永年の教育実績に加えて、
近年の社会保険就職率の増加（70～80％）により社会保険病院の人材確保に少なからず貢献したと思
っている。
　次に、看護師国家試験の合格状況をみると、平均合格率「全国」93．9％（最小83．6、最大99．3）、
「全社看」97．0％（最小90．7、最大100）に比して、本校は100％を維持している。看護師国家試験合
格率を教育成果の一指標としたとき、講義並びに実習指導にあたられた皆様の教育支援にあらためて
深謝を申し上げる。
　結核単科病院から総合病院への転換にむけて、「全社連」の看護i学校の運営を担った本校は、「北社」
が急性期病院として社会保険病院のなかでも、先端の医療機器を備えた新築完成を機に閉校となる。
開校から閉校に至るまで「北社」との因縁浅からぬ思いと、近年における看護大学及び学校法人等に
よる教育規模の拡大に伴い、「ウチ」の看護師を育てる意識の薄らぎに一抹の寂しさを覚える。
　対人関係が相互に作用する人材育成は、看護に相通じるものがあり同様の魅力をもっている。今後、
病院の理念に適合した「ウチ」の看護師育成の意義を問いながら、人間愛と熱意をもって現任教育に
あたられることを切に期待している。
．表1 入学、 韓、 国家試験合格状況
本校、入学状況　　　　　各年6月現在 競争倍率3年課程 本校、卒業状況　　　　　　　　各年度末現在 社会保険就職率 国家試験合格率　　　　覇
N度
応募者数 受験者数 叢， 入学者数 嚢 卒業者数 就職伏況 進学者数蓉 全国
北社 札社 本社 登別 碗
鶴 齢 全薯 北薯 全薯 全国
昭和36 65 36 55．4 20 1．8 3．1
37 47 31 66．0 23 1．3 2．1
38 62 37 59．7 17 2．2 2．1 19 7 1 5 6 36．842．150．6
39 130 90 69．2 24 3．8 3．0 23 10 1 7 5 47．847．855．5
40 89 66 74．2 27 2．4 2．5 16 6 1 1 2 3 3 50．062．565．5
41 185 1．00 54．1 21 4．8 5．3 24 3 2 3 13 3 20．833．361．0
42 182 112 61．5 20 5．6 6．2 27 8 2 5 9 3 37．055．668．2
43 129 87 67．4 20 4．4 7．6 20 10 6 4 50．050．064．9
44 381 363 95．3 20 18．212．5 19 9 2 7 1 57．957．971．0
45 71 43 60．6 16 2．7 5．3 20 10 7 3 50．050．075．3
46 67 60 89．6 20 3．0 2．7 18 6 1 1 7 3 44．444．477．5
47 59 48 81．4 21 2．3 3．3 16 10 1 4 1 62．568．881．5
48 75 62 82．7 24 2．6． 4．3 19 7 12 36．836．878．5
49 174 105 60．3 2．2 4．8． 3．5 21 8 2 8 3 47．647．673．6
50 93 77 82．8 24 3．2 3．7 22 7 9 6 31．831．871．0
51 371 209 56．3 22 9．5 7．2 22 4 7 11 18．218．268．1
52 331 224 67．7 21 10．7 6．2 4．3 24 8 14 2 33．333．372．9
53 415 228 54．9 21 10．9 6．8 4．8 22 12 7 3 54．554．572．2 100．0 91．587．7
54 417 329 78．9 24． 13．7 8．3 5．1 19 11 6 2 57．957．977．0 100．0 90．7δ8．3
55 3．47 294 84．7 20 14．7 7．0 4．4 21 10 7 4 47．647．676．5 ！00．0 9．9．『0 98．4
56 264 234 88．6 21 11．1 6．2 4．1 23 13 6 4 56．556．577．5 100．0 94．395．6
57 140 128 91．4 21 6．1 5．3 4．5 18 9 6 3 50．050．073．9 100．0 91．993．1
58 489 428 87．5 21 20．411．1 5．2 19 12 1 3 3 68．468．482．9 100．0 98．896．8
59 541 353． 65．2 22 15．0 8．6 5．7 17 8 8 1 47．147．181．9 100．0 100．098．7
60 432 300 69．4 22 13．6 8．0 5．3 21 6 13 2 28．628．680．4 100．0 100．099．3
61 452 369 81．6 20 18．510．4 6．2 22 10 2 1 3 6 59．159．179．4 100．0 100．098．4
62 ．486 394 81．1 24 16．414．3 6．5 18 9 5 2 1 1 88．988．982．3 100．0 98．295．4
63 584 452 7マ．4 24 18．818．2 6．2 19 9 2 1 4 3 63．263．287．8 100．0 100．098．0
平成元 71 47 66．2 ．21 2．2 12．5 5．9 24 12 4 3 1 4 66．779．288．0 100．0 98．295．8
2 190 129 67．9 24 5．4 6．7 5．6 24 11 5 6 2 66．791．786．2 10．0．0 98．595，4．
3 103 57 55．3 18 3．2 5．6 4．7 20 9 3 8 60．060．084．0 100．0 100．098．5
4 116 86 74．1 21 4．1 5．7 4．3 24 10 5 1 3 5 66．779．286．6 100．0 100．099．2
5 211 189 89．6 22 8．6 5．5 3．9 17 9 2 1 3 2 70．688．288．6 100．0 99．698．9
6 220 209 95．0 22 9．5 5．8 4．3 21 9 4 3 2 3 76．276．283．7 100．0 99．096．0
7 349 324 92．8 20 16．2 5．4 4．7 20 8 4 6 2 60．060．081．0 100．0 92．489．8
8 285． 259 90．9 21 12．3． 6．4 5．3 22 8 4 3 1 5 1 68．272．779．7 100．0 96．487．0
9 283 271 95．8 20 13．6 7．1 5．3 19 12 4 2 1 94．794．770．4 100．0 91．483．6
10 323 303 93．8 22 13．8 4．7 4．8 20 9 4 4 2 1 85．095．075．1 100．0 100．097．1
11 213 204 95．8 24 8．5 6．3 4．8 20 6 5 3 5 1 55．070．072．3 100．0100．096．4
12 276 262 94．9 24 10．9 6．9 4．8 20 8 4 4 2 2 80．090．070．6 100．0 93．084．1
13 443 416 93．9 24 17．3 7．5 4．9 23 7 7 3 2 1 3 73．982．666．6 100．0 94．084．3
14 ．20 5 6 5 1 3 80．080．069．5 100．0 97．．5 92．6
計 10161 8015 885 823
@　A
345
@　C
74
@C
40
@C
37　　’　C 205
@　D
122
@E
701　B
平均・率 247．8 195．5 78．9 21．6 9．1 7．9 5．0 20．6B／A・85．2 晒・14．855．860．375．2 100．0 97．093．9
内訳 　　　　　　＝　55．8　　（∫トD／A％　＝　29．4C／A覧C＋C7A光　＝　60．3　　　D〆A％　＝　24．9
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l繍鞭灘熱」
蘇国難欝翻は翻，駐年金病院． その他は社会保険以外の施設．
